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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モジュールプラグの絶縁性のモジュールケーシング内にコネクターを取り付けるための
装置において、モジュールケーシング（１０）内に差込領域（１１）を設けてあり、該差
込領域に対応して少なくとも１つの係止ばね（１６，１６′）を配置してあり、該係止ば
ねのばね端部（１７，１７′）は差込方向に向けられていてかつ、前記差込領域（１１）
内に突出しており、前記係止ばね（１６）はU字形の扁平なばねエレメント（１５）内に
形成されており、係止ばねのばね端部（１７）はU字形のばねエレメントの凸面側から突
出していることを特徴とする、コネクターを取り付けるための装置。
【請求項２】
　係止ばね（１６′）は差込領域（１１）でモジュールケーシング（１０）に一体成形さ
れている請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　ばねエレメント（１５）はモジュールケーシング（１０）の内部に設けられたスリット
（１３）内に差し込まれている請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　モジュールケーシング内の側壁領域に少なくとも１つの開口部（１４）を設けてある請
求項１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、１つのモジュールプラグの絶縁性のモジュールケーシング内に差し込み式の
コネクター、例えばUSBコネクターを取り付けるための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の装置は、コネクターをモジュールケーシング若しくは相手のコネクター内で固
定若しくはロックするために用いられる。
【０００３】
　コネクターの公知のロック装置若しくは固定装置は、ねじ締め付け手段、フック、クラ
ンプ装置若しくは保持用湾曲部材によって形成されていて、付加的な手動操作（手作業）
を必要とするものである。オフイスコミュニケーション用のインターフェースの領域では
、各ラインのための簡単な差込接続技術若しくはプラグ接続技術が所望されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、冒頭に述べた形式のロック装置を改善して、モジュールケーシング内
へのコネクターの差込接続過程中にコネクターとモジュールケーシングとの間のロックも
同時に、即ち自動的に行うようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために本発明の構成では、モジュールケーシング内に差込領域を設
けてあり、該差込領域に対応して少なくとも１つの係止ばねを配置してあり、該係止ばね
のばね端部は差込方向に向けられていてかつ、前記差込領域内に突出しており、前記係止
ばねはU字形の扁平なばねエレメント内に形成されており、係止ばねのばね端部はU字形の
ばねエレメントの凸面側から突出している。
【０００６】
　本発明の有利な実施態様を請求項１乃至４に記載してある。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によって得られる利点は、モジュールケーシング内へのコネクターの差込過程に
伴って同時に、モジュールケーシング内に差し込まれたコネクターのロックが、付加的な
操作なしに行われることにある。
【０００８】
　本発明に基づくコネクターには、例えばUSBコネクタにおけるように一般的に被覆され
たケーブルを備える大量生産部品として提供されるプラグの外形寸法に対する正確な規定
若しくは要求は生じない。
【０００９】
　コネクター若しくはコネクターケーシングの受容のためのモジュールケーシング内には
、有利には対称的に配置された係止エレメント若しくはばねエレメントを設けてあり、該
係止エレメント若しくはばねエレメントはそれぞれ係止ばねを有しており、該係止ばねは
差込方向に軽く傾斜された状態で、モジュールケーシングの差込領域内へ突出していて、
コネクターケーシングを両側で固定（ロック）するようになっている。モジュールケーシ
ング自体は、複数のモジュールを有する１つのモジュールコネクターのフレーム内に係止
固定され若しくはねじ結合固定される。差込接続過程に際して、差込方向に向けられてい
る係止ばねは、コネクターケーシングの差込領域の狭幅面（狭幅の側壁）に沿って滑るも
のの、コネクターを引き抜こうとした場合には、直ちにコネクターケーシングの差込領域
の比較的軟らかいケーシング壁（側壁）に引っ掛かり、若しくは食い込み、即ちフック作
用を生ぜしめる。
【００１０】
　外形寸法を規格化されていないコネクターケーシングは、モジュールケーシング内でも
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ロック可能なある程度の幅を有していると有利である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　次に、本発明の実施例を図面に示して、詳細に説明する。図１にはモジュールケーシン
グ１０は部分的に破断して斜視図で示してある。モジュールケーシングの各側面に係止フ
ック６を一体成形してあり、該係止フックによってモジュールケーシングは、並列配置さ
れた別のモジュールケーシングと一緒に、図示省略のモジュールコネクターの１つのフレ
ーム内に係止固定されるようになっている。モジュールケーシング１０は差込領域１１に
開口１２を有しており、該開口は、差し込まれたコネクター１によって貫通されて、その
結果、コネクター１は相手コネクターと接続される。コネクター１は電気ケーブル４と一
緒に、大量生産されたケーブル接続部品として提供されるものである。ケーブル接続部品
（ケーブル接続部材）の図示の差込式のコネクター１は、コネクターケーシング２及びケ
ーブル４から成っており、コネクターケーシング２は差込領域３を有している。コネクタ
ーケーシングの差込領域（差込区分）３は、コネクターの各メーカーにおいて所定の幅で
しかしながら異なる寸法で形成されており、従って各コネクターの固定若しくはロックは
、変化可能に形成された同一のロック装置によって行われると有利である。この種のロッ
ク装置はモジュールケーシング１０の差込領域１１に設けられており、この場合にモジュ
ールケーシングの狭幅側（狭幅面若しくは狭幅の内壁）に少なくとも１つの係止ばね１６
′を設けてあり、該係止ばねはモジュールケーシングの底部の凹所１４内に達している。
図示の実施例では両側に、それぞれ互いに前後に配置して一体成形された２つの係止ばね
１６′を設けてあり、該係止ばねはモジュールケーシングの側壁面に対してほぼ４５°の
角度で差込方向に向かって傾斜して延びており、該係止ばねの端部１７′は差込領域１１
内にある。
【００１２】
　モジュールケーシング１０内へコネクターケーシング２を差し込む際に、係止ばねの端
部１７′は、まずコネクターケーシングの差込領域のケーシング狭幅側（狭幅面）に沿っ
て滑る、即ち活動するものの、コネクターの引き戻しに際しては食い込み作用を生ぜしめ
る。
【００１３】
　図２ではコネクター１は、モジュールケーシング１０内に部分的に差し込まれた状態で
示してあり、モジュールケーシングは部分的に破断して示してある。該モジュールにおい
ては図１に対する変化例のロック装置を設けてあり、この場合には差込領域１１に対応し
て、２つのばねエレメント１５を互いに相対して配置してあり、該ばねエレメントはそれ
ぞれ係止ばね１６を有しており、該係止ばねの端部１７は差込領域１１内に位置しいてい
る。ばねエレメント１５は、モジュールケーシング１０の側壁の装着開口部１４に収容さ
れていて、該ばねエレメントの端部１９で以ってモジュールケーシングの内部のスリット
１３内に固定されている。
【００１４】
　コネクター１をさらにモジュールケーシング１０内に押し込んで、コネクターケーシン
グ２の差込領域３をモジュールケーシング１０の開口１２内へ差し込む際に、コネクター
ケーシングの狭幅面は係止ばね１６上を滑り、しかしながらコネクター１の戻り滑りは係
止ばねを差込方向に向けてあることに基づき阻止される。
【００１５】
　ばねエレメント１５は、図３に示してあるように、軽くU字形に湾曲していて、中央部
に係止ばね１６を３つの側の切断によって切り出し成形してある。該係止ばねは、まずば
ねエレメントの凹面側を延びていて、ばね端部１７で以って、切り出し成形によって生じ
た開口１８を介して凸面側から突出している。ばねエレメント１５の湾曲は、ばねエレメ
ントをモジュール１０のスリット３内に所定の応力で保持するために与えられている。
【００１６】
　コネクターの抜き取りのためには係止ばね１６を外側から曲げ戻す必要があり、このた
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めに係止ばねは外側から扁平な工具を用いてケーシングモジュール１０の装着開口部１４
内へ曲げ戻される。このような操作は、複数のモジュールプラグによって形成された１つ
の機器コネクター内におけるケーブルの引き直しに際し若しくは新たな端末装置の装備に
際して行われ、係止ばねの前述のような曲げ戻しを行うことができなければ、モジュール
プラグの両方の半割部を互いに分離することによって、該モジュールプラグ内に差し込ま
れていたコネクターは外されねばならない。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】モジュールケーシングを部分的に破断して示す斜視図
【図２】コネクターをモジュールケーシング内へ部分的に差し込んだ状態で示す図
【図３】ばねエレメントを示す図
【符号の説明】
【００１８】
　１　コネクター、　２　コネクターケーシング、　４　コード、　３　差込領域、　６
　係止フック、　１０　モジュールケーシング、　１１　差込領域、　１２　開口、　１
５　ばねエレメント、　１６，１６′　係止ばね、　１７，１７′　端部、　１８　開口

【図１】 【図２】
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